


















要約:1991 年～1992年度に医学中央雑誌及び Index Medicus に見られた SIDS 関連文献 142

編の文献学的検索を行った。疫学ではアメリカの 1.4、デンマークの 1.7 という発生頻度

の報告がみられたが、うつ伏せ寝を止めれば本症は減少するという報告が多く、ついにア

メリカ小児科学会でも健康な乳児ではうつ伏せ寝を止めるようにという recommendation

を発表した。病因病態では脳幹部の病理学的な報告が多くみられたが、arousal response

の異常を証明しきれる報告はなかった。スクリーニング、モニタリング、家族への対応と

いった研究は全般的に低調であった。


